
日本最高位に築かれた大規模な葦名氏家臣穴沢氏の山城

戸 山 城

裏磐梯・歴史と文化

戸
山
城

戸
山(

と
や
ま)

城
は
桧
原
湖
北

側
、
金
山
と
桧
原
の
間
に
あ
る
山

城
跡
。
永
禄(

え
い
ろ
く)

七
年

（
一
五
六
四)

に
、
葦
名(

あ
し

な)

氏
家
臣
の
穴
沢
加
賀
守
俊
恒

が
、
金
山
や
豊
富
な
山
間
部
の
資

源
を
支
配
す
る
た
め
の
支
配
す
る

拠
点
の
山
城
と
し
て
築
城
。

「
桧
原
軍
物
語
」
に
は
、
永
禄

八
年
七
月
十
七
日
、
伊
達
政
宗
の

父
、
輝
宗
配
下
の
伊
達
勢
に
攻
め

ら
れ
ま
す
が
、
婦
女
も
参
加
し
総

力
で
防
戦
し
、
落
城
し
な
か
っ
た
。

伊
達
勢
は
七
〇
人
余
戦
死
。
翌
年

城
は
、
岩
山
城
へ
移
さ
れ
ま
す
。

永
禄
七
年
・
八
年
と
い
う
二
年
間

だ
け
使
用
さ
れ
、
築
城
年
代
が
明

確
で
、
堀
切
や
土
塁
な
ど
の
遺
構

も
良
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
城
は
、
日
本
で
最
高
位

（
一
〇
三
七
㍍
）
に
築
か
れ
た
大

規
模
で
拠
点
的
な
山
城
で
も
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
、
遊
歩
道
は
な
い
た
め
、

道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
熊
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

（
文
責

石
田
明
夫
）


